
所蔵

1 福王盛充筆「夏祝」 江崎家蔵
2 福王歴代記 ＊

3 謡免許目録
古典芸能研究センター
（伊藤正義文庫）

4 文政十三年正月改正福王流謡習事相伝目録 ＊
5 寛政六年福王茂十郎盛充書写福王家由緒書 ＊
6 福王雪岑画「桃猿図」 江崎家蔵
7 福王雪岑画「商山四皓図」 江崎家蔵
8 福王雪岑画「熊野図」 江崎家蔵
9 元禄四年八月二十六日江崎正左衛門より福王茂兵衛あて起請文前書控 ＊
10 享保九年六月江崎正左衛門より福王茂右衛門・同茂十郎あて起請文前書控 ＊
11 享保十七年福王茂右衛門盛有相伝脇方秘法 ＊
12 「道成寺」奉賀の軸 江崎家蔵
13 文政六年五月十二日福王茂十郎盛翁より江崎唯右衛門あて「張良」免状 ＊
14 文政十三年四月十三日「道成寺」披キ所作附諸用控 ＊
15 天保十年十二月末七日福王丑之進盛風より江崎金次郎あて「鵯越八島之語」免状 ＊
16 嘉永二年正月福王丑之進盛風より江崎金次郎あて「起請文」免状 ＊
17 嘉永五年正月福王丑之進盛風より江崎千之助あて「勧進帳」免状 ＊
18 嘉永六年五月福王丑之進盛風より江崎千之助あて「道成寺」免状 ＊
19 明治五年八月福王茂十郎盛哲より江崎金次郎あて「関寺小町」免状 ＊
20 明治三十四年二月福王家元より江崎文次郎あて「勧進帳」免状 ＊
21 明治十五年二月改正福王流謡習事目録 ＊
22 第九世欽次朗直康芸歴 ＊
23 梅若万三郎筆三老女哥 江崎家蔵
24 昭和十三年六月二十二日福王盛登より江崎金次郎あて書状 ＊
25 梅若万三郎翁三老女記念画帖 ＊
26 春藤流型付 ＊
27 春藤流型付 ＊
28 脇語抄（上・下） ＊
29 語集 ＊
30 道成寺脇之傳書 ＊
31 江崎家旧蔵一番綴謡本「書写鏡」 ＊
32 江崎家旧蔵一番綴謡本「黒谷」 ＊
33 江崎家旧蔵一番綴謡本「宗忠」 ＊
34 江崎家旧蔵一番綴謡本「桃青」 ＊
35 江崎家旧蔵一番綴謡本「老楽」 ＊
36 諷名寄（元禄三年奥書） ＊
37 諷名寄（寛永二年奥書） ＊
38 遠キ諷組 ＊
39 素謳要畧 ＊
40 師傳書　壱冊 ＊
41 慶長十九年福王神右衛門盛義筆謡本「妻戸」 ＊
42 寛政七年福王茂十郎盛充筆謡本「小謡」 ＊
43 江崎家小譜・江崎家略系図 ＊
44 芸道江崎家小譜 ＊
45 江崎家旧蔵一番綴謡本「書写寺」 ＊
46 江崎家旧蔵一番綴謡本「大石」 ＊

47 大正三年刊謡本「大石」
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48 「翁代」型付 ＊
49 「翁代」型付 ＊
50 享保五年七月江風奥書謡本「三読物」 ＊
51 享保十九年三月福王盛有奥書謡本「起請文・願書・勧進帳」 ＊
52 享保九年八月江崎直継奥書謡本｢勧進帳・起請文・願書」 ＊
53 「勧進帳・正尊起請文・木曾願書・篠村願書・舟立合」 ＊
54 皇軍慰問演能大会番組（昭和17年10月8・9日） ＊
55 天津神社御遷座祭奉納能楽番組（昭和17年10月11・12日）／皇軍勇士慰問能楽会番組（同12・13日） ＊
56 観世流大西信久師一行歓迎能楽大会番組（昭和17年10月14日） ＊
57 江崎直久あて江崎金次郎葉書　２通（昭和17年10月7日・同9日付） ＊
58 切符　２枚（大阪市内発天津行き鉄道切符、釜山発の乗船切符） ＊
59 江崎欽次朗名刺 ＊

60
十世江崎直質写真
「融」（三村幸一撮影）・「安宅」（申楽大和座第８回スペシャル公演）

古典芸能研究センター
（橘文庫）

（注）書名は、わかりやすいように一部表記を変えているものがあります。
＊印は、古典芸能研究センター
蔵「江崎家旧蔵資料」

展示出品目録


